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最
近
開
示
さ
れ
た
高
岡
佐
渡
家
資
料
中
に
頭
記
標
題
の
写
本
一

冊
、
従
来
未
知
の
も
の
が
あ
っ
た
。
細
部
に
つ
い
て
は
ま
だ
不
明

の
事
も
多
い
が
、
取
り
あ
え
ず
そ
の
外
観
、
内
容
等
を
報
告
し
、

さ
ら
に
写
本
の
成
立
に
関
し
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
・

一
、
新
出
資
料
の
概
要

①
外
題
『
樫
園
先
生
叢
話
』
（
表
紙
左
に
墨
書
）

②
内
題
「
樫
園
小
石
先
生
叢
巻
一
」

（
マ
マ
）

③
原
本
柳
川
戸
上
重
較
去
斐
筆
記

門
人

津
山
高
橋
煥
由
佶
校

④
蔵
書
印
佐
渡
家
蔵
（
四
字
朱
文
角
印
二
四
ミ
リ
角
）

⑤
装
頓
・
用
紙
等

表
紙
美
濃
紙
ニ
ッ
折
（
一
八
×
二
五
セ
ン
チ
）

本
文
同
寸
の
自
家
製
黒
刷
縦
一
○
行
罫
紙
、
板
心
上
部
に
魚

54

新
出
資
料
「
樫
園
先
生
叢
話
」
に
つ
い
て

１
１
１
局
岡
佐
渡
家
文
書
か
ら

正
橋
剛
二

尾
、
下
部
に
「
葆
光
斎
蔵
」
と
刻
、
一
行
二
四
字
詰
に
使

用
、
墨
付
四
三
丁
、
紙
撚
り
仮
綴
じ
。
若
干
の
虫
損
あ
り
。

な
お
、
原
本
（
戸
上
本
）
お
よ
び
写
本
（
新
出
佐
渡
家
本
）
の
成

立
年
代
・
場
所
を
示
す
記
述
等
は
表
面
上
に
は
全
く
認
め
ら
れ
な

い
Ｏ

二
、
新
出
資
料
の
内
容

叢
話
本
文
の
各
々
は
一
話
毎
に
欄
外
に
朱
丸
を
付
し
、
以
下
に

記
述
さ
れ
、
長
短
さ
ま
ざ
ま
の
叢
話
総
数
一
四
一
話
が
四
三
丁
に

わ
た
り
連
綿
と
続
く
。

各
話
の
内
容
か
ら
み
て
①
語
句
・
用
語
の
説
明
、
②
薬
剤
使
用

の
留
意
事
項
、
洋
薬
の
解
説
、
③
過
去
の
症
例
と
の
比
較
、
④
漢

方
と
藺
方
と
の
対
比
、
⑤
傷
寒
論
の
解
釈
、
金
置
要
略
の
批
判
、

⑥
医
範
提
綱
、
内
科
撰
要
か
ら
の
引
用
、
⑦
そ
の
他
医
療
と
は
直

接
関
係
な
い
教
訓
等
、
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
れ
ら
の
配
列
か
ら
一

定
方
針
の
も
と
に
編
集
さ
れ
た
と
は
認
め
が
た
く
、
ほ
と
ん
ど
が

脈
絡
な
く
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
な
配
列
で
、
一
部
に
は
重
複
し
た
記
述

も
認
め
ら
れ
る
。

と
は
言
え
、
各
話
は
甚
だ
具
体
的
な
記
述
で
、
お
そ
ら
く
臨
床

医
と
し
て
の
小
石
元
瑞
を
そ
の
至
近
距
離
で
見
聞
し
た
内
容
の
逐
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一
的
記
録
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
当
時
の
藺
方
家
の
日
常
診
療
を

迫
真
的
に
伝
え
る
も
の
が
あ
る
。

今
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
本
書
に
は
頭
註
の
形
で
一
九
個
所
の

ほ
か
本
文
傍
註
な
ど
、
朱
筆
の
書
き
入
れ
が
多
数
認
め
ら
れ
、
こ

れ
ら
は
特
に
書
冊
の
二
四
丁
以
下
の
後
半
部
に
集
中
す
る
よ
う

で
、
「
朱
筆
／
以
下
係
紹
／
笠
批
」
と
あ
り
、
以
下
に
は
「
紹
按

二
…
」
と
か
「
紹
云
：
．
」
と
加
筆
す
る
も
の
一
○
個
所
も
あ
る
。

こ
の
ほ
か
「
可
Ⅲ
」
と
す
る
も
の
も
数
個
所
で
み
ら
れ
る
。
紹
と

は
言
う
ま
で
も
な
く
元
瑞
の
後
継
小
石
中
蔵
の
こ
と
で
あ
る
。

内
題
で
巻
一
と
す
る
が
巻
二
以
下
は
見
当
た
ら
な
い
。

三
、
戸
上
本
・
佐
渡
家
本
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

新
出
佐
渡
家
本
を
筆
写
し
た
の
は
誰
か
。
一
見
し
て
、
版
心
の

印
字
、
発
見
時
の
保
存
状
況
、
佐
渡
三
良
と
究
理
堂
の
関
係
等
か

ら
、
葆
光
斎
と
号
し
た
佐
渡
三
良
（
一
八
二
○
～
七
九
）
が
在
塾

中
（
一
八
三
八
～
四
○
）
に
兄
弟
子
戸
上
重
較
（
一
八
○
七
～
八

○
）
か
ら
借
受
け
て
複
写
し
た
と
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
重
較
の
経

歴
を
調
べ
て
み
る
と
問
題
は
そ
れ
程
簡
単
で
な
い
と
判
る
。

重
較
も
高
橋
煥
も
樫
園
先
生
門
籍
に
は
記
名
が
な
い
。
別
の
資

料
で
は
重
較
入
門
は
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
で
、
三
良
帰
国
後

五
年
目
の
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
三
良
は
在
塾
中
こ
の
写
本
を
作

る
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
か
つ
面
識
も
な
か
っ
た
。
高
岡
に
い
る
三

良
が
ど
う
し
て
重
較
と
の
接
触
を
得
た
か
。
ま
た
も
し
第
三
者
仲

介
に
よ
る
接
触
と
す
れ
ば
、
い
つ
誰
の
介
在
に
よ
る
も
の
か
。
重

較
の
在
塾
以
後
、
究
理
堂
塾
生
に
は
代
々
書
き
写
し
て
後
輩
に
伝

え
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。
三
良
の
身
内
か
ら
弟
二

人
、
従
弟
一
人
が
入
門
し
た
か
ら
こ
の
内
の
誰
か
が
作
っ
た
写
本

を
献
呈
し
た
可
能
性
も
残
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
頭
註
・
添
削
を
な
ぜ
中
蔵
が
手
を
入
れ
た
の
か
。
筆

記
録
完
成
後
、
目
を
通
し
て
貰
う
と
し
た
ら
そ
れ
は
当
然
元
瑞
の

筈
で
あ
ろ
う
。
に
も
拘
ら
ず
、
中
蔵
が
手
を
入
れ
る
の
は
、
ど
う

し
て
も
元
瑞
に
頼
め
な
い
事
情
（
例
え
ば
元
瑞
の
長
逝
な
ど
）
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
こ
れ
は
嘉
永
二
年
以

後
の
事
と
な
ろ
う
。

戸
上
本
の
校
閲
者
高
橋
煥
に
つ
い
て
は
全
く
知
る
所
が
な
い
。

し
か
し
、
彼
も
同
じ
く
こ
の
写
本
を
持
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
彼
以

外
の
流
布
本
の
可
能
性
も
あ
り
、
今
後
こ
れ
ら
の
出
現
が
待
た
れ

る
所
で
あ
る
。
（
富
山
市
）


